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台湾における年少者を対象とした日本語教育

佐藤貴仁（台北事務所日本語専門家）

台湾における日本語学習者層の拡がり

今(1渡は当協会が二年毎に行っている｢台湾における｜｜

本誌救育klji情調査｣の調査年にあたり、ｌ′櫟はIyMﾐ人詰め

を迎えている。この調査は、台湾のどのような,機関でど

のような学斜詩が'１ノド語を学んでいるのかな調べること

をiﾐな||的としているが、調査を進める''１で1,Lえてきた

ことの一つに、｜胆に語学習脅層のjli1kがりが挙げられる

これまで台湾では伝統的に、大学などの高等靴育機関

を中心とした日本語教育が行われてきたしかし、教育

部（日本の支部科学嵩に相当）により施行された'1'等教

育機関における第二外国語推進計I1Iiiである｢推動,断級顎

佼''１学進修第：外語文実験計１町」（１９９６年-1999年）に

始まり、「推動高級中学第一外語教育五年篇Ｍｉ」（1999年

-2004(１:）を経て、「同司期計両」（2004年-2009('２）が終

「した呪ｲﾋﾟ、，{)１校においても第二外|玉|語として１１/収譜な

|)M,;,Iliiしている機関・学習者が飛MiM的に|:lWljⅡしたことは、

iiWでも紹介したとおりである。

また、社会人を対象とした語学塾は勿論のこと、生涯

数青機関や高齢背を対象とした｢学齢中心Jと呼ばれる市

民入学、さらには地域のコミュニティーセンター等の各

所でも、いわゆる成人を対象とした日本語科11が多数開

講されていることが確認されている。その－ﾉﾝで、クラ

ブ活動の一環として、実験的に｢|木語クラスを詔けてい

る'1ｺﾗ4校や小学校の第三外国語教育としてR4i：譜を導入

している機関、就学前のり１１章を含むこどもを対畿とした

'１本諮壌習熟でも、年少者がＲ本譜を学んでいることが

確認された。このように、人口比によるｕ本語学習省数

が世界一とも胃われている台湾だけに、様々な形でｕ本

語を学んでいる人之がいることが分かるだろう‐

その''１で、今同はまだ一般的とは言えない年少背に対

する日4重語教育の現状を取り上げ、児童・生徒莚iiEな対

象としたある日本語学習塾における取り組みについて以

下に報告する。

年少者を対象とした日本語学習塾｢Genkid5」

台｣上ｌｌｊ１ﾉ1にある｢元気児童日語」（以下、Ccnkids）は、

喪に年少欝を対象にＲ木語教育を行っている学習塾であ

る。通っている'１昌徒はﾉk縦'j4児童、小`学生が大半麸,h｢ぬ

るが、中に;よ年少雌から継続して1-|本語産学習している

中高学を対象としたクラスもある。
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篝農民と学震者

台湾は教育熱心な土地wiであり、幼少から巴噂な習い

事や塾通いをしているこどもが多い－従って児童．学徒

を対象とした英語瓢も数襲〈除１１Ｚするのだが、職,I化を

|判るためか、－８１１では|｜'|端パコースな殻けている熟もあ

るという。「C(､１，ki(1s｣０J)iii｣緋も、奨譜塾に併識されたｌｊﾉ|民

謡コースであったが、２００４('三に当時在籍していた救師Ｉｉｌ１

間で独克を果たし、現在に請っている‐英語塾の時代か

らコースに携わ１入ルil在｢CGIlkids｣で教鞭を執っている齋

Ｉ朧普輔氏に、「Cenki(1$｣の収'〕組みや年少昔に対する日本

語数台について話を聞いた

年少者に対する日本語教育の苦労と工夫

「教え始めて苦労したのは、適当な裁科書がなかった

ことです。年少者､]のＦ１本語数科,1ﾄﾞはあるのですが、英

語と比較すると、そこまで成果がｌＩＩＩせるものではあ()ま

せんでした画独立IMiから、簡単な教材を,作っていました

が、教科書ではなかった。「１分達で試行錯誤しながら、

形にするまでが大変でした。」と語るように、「GGnki(|s」

ではオリジナルの教科｢'$を使用しており、，w,詞ごとに編

集されているのが特徴的である

「教科書は動詞、形容詞、名詞と分けています≦多分こ

どもたちは品詞の意味はまだ分かっていないと思います

ね。それでも分けて、最初からこれは動詞だという

ことを植え付けておかないと、年齢が上がって文法をし

っかり教えるようになった時に↓,Li1wが効か葱いんです、

文で覚えてしまうと。」

ｕ｣,jmjiti蕊》



いですね、覚えるのは」

こどもを対象とした授業の実際

今lrli見学したクラスでくま、Ｆ１水語の童WlI(をMiいながら

ジャンケンをしたり、席を立って言葉を覚えた１Ｊと、体

を動かしながら学習している姿が多く見られたこれに

は、動作と発声の連動により記憶を促進させる効果や長

時間|躯っていることが雌しいこどもに対して(よ、授業の

合''１に励作をl1Ylj入れた漿習をすることで、災'|'ﾉﾉ濯途

切れさせない効果もあるのだろう。学習蒜の注意を葱<

ために絶えず動き、手を替え品を替え瀝瀧をリードして

いる数師の姿は、学生や社会人を対象とした授業と嫁大

きく魁なるそこで、成人を対象に教えたこともある齋

藤氏に、戦師として対象者が大人とこどもでは何が違う

のかを尋ねてみた

「達成感ですかね‐多分、大人は教師が知識を与えれ

ば、人部分がその農に自分で勉強することができるの

で、確かに上手にはなるかもしれませんけど、教師とし

てはそんなに連成感嫁ないかもしれませ/しでも、こど

もに対する戦脊は教師がどれだけ教えられるかにかかっ

ているんです。簡単に言えば、授業の手を雌こうと恩っ

たら、できます．こどもは文法なんて分からないから、

ただ蕊に架しく

~GGnkid5オリジナル教科書’

｜:述の紙から、経験から(Iilj忠を絞り、教科ｆｌ:ﾄﾞを完成ま

でに糟ざ満けた|蓑j色が窺いｌｉ１１れるまた、これ以外に苦

労を(1ｔっている点として、こどもを迦わせている親への

'１本譜学習に対する理解を仰ぐこと猛挙げている‐

「親御さんが求めるのは、こどもがｊ謡せるように怠るこ

となんですね。もちろん数室内では誌せるんですけど、

家に帰って税が＿じゃ、日本語喋ってと言っても喋れ

ない。僕、九州出身ですが、急に熊本弁を喋ってと言わ

れても、とっさにllliてこないのと同じそれを親は毒で

きないと勘違いしてしまうんです。」

結ⅢiI、学瀞成果を証明するには、１１本,譜能/｣試験など

'１に見えるもので示すしか方法がない。しかし、‘1級合格

のレベルにまで達するには、学習|剛ｆｌから少なくとも４年

は必哩であると言う言語学習の成果は即座に形となっ

て現れるものでは怠く、長期的視野にfrろ風ることが必

襲だが、早々に兇切りをつげて、途''1でこどもを辞めさ

せてしまう親も中にはいるそうだ蛤めから読み箒きを

中心にカリキュラムを組めば、籾が求めるロに轍えた学

習成側と｣が'１]<披露できるかもしれないし．数illlil1lIにとっ

ても数え易い部分は多いかもしれないそれでも齋I僕氏

はrl身なりの信念を持って教えている。

「まず、こどもには話してほしいというのが大Iiij提にあ

るので、それをＦ１標にやっていますここでは、初幼の

うちはほとんど読み書きはしません」

文字に頼らず音を頼りに外国語を学苦することは、た

とえこどもであっても想像以上に附難で、また教師にと

っても骨が折れる教えﾉLjであることは想像に難くない

教えるにあたり、特別なﾉﾝ法やIiWかＭ官していることは

あるひ)だろうか気
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戟師でそのこ（活動の様子）

どもの成長が決まると旨っても、僕はいいと思うんです

けどね、個人的な意jFiですけど壱だからそのゼロから始

めた学習醤がどんどんlこ手になったら、凄い連jjX感があ

ります。その成長の過誹程を見て、おっ、今て形の段

階に来た！とか、あっ、＝退去形＝入れられるようにな

った！とかそんな風に自然に喋っているのを見ると、

うれしいなあと感じます。こどもは大人と違って擴

業1'１もﾉﾋ気なので、大変なこともあるし、縦が必磐な部

分もありますけど、でもそれでもやっぱり、僕はこども

の方が全然楽しいですよ。」

今後の希望

今後は、まだ研究段階にある年少音に対する|ﾖ本譜救

育の巽践報告や救授法についての情報などを台湾から発

信していき、できればその教授モデルや栽脊方法を確亡

させたいと語る齋藤氏。そのためにも、横の繋がりを強

くし、’１.様の年少轡｢1本語数青に携わっている菅IEilfが

協力し、将来的に情報交換の場を設けることや戦育実践

について共同で研究などができれば、という希望を持っ

ているｃ

「Genl《i('５Jでの実践から、一つの識育法な雌)Ｔさせ

るという夢の実現に期待を馳せつつ、次↑阯代の台湾と'１

本の架け橘になるであろう未来を担うこどもたちととも

に、末長く歩んで行けるよう、願わずにはいられない。

勤作を取り入れた授雲の様子）

「動作をつけて話させるというのが、ｒ犬している点

じゃないかなと思います。例えば見る聞く話

すなどの動詞を通える時には、獲際その動作をしなが

ら、リズムに合わせて薇に'１{すようにしています。動詞

の斐化などもＵ見るｌｒ見ない』聞く｜聞かない』

…というように。それをやり始めると、やはり格段に旱

鰔号■ 叫毎■



「うまく言えない」を尊重する

－TAEを応用した日本語教育

得丸さと子氏(日本女子体育大学教授）

陳淑娼氏(東呉大学教授）

1．「うまく言えない」を尊重する

母語で話すからといって、常に言いたいことが適切に
表現できるとは限りません誠しも、うまく言えずに口

ごもったり、何かを蓄雷かけて頭を抱えた'）した経験が

あるでしょうまして、学習言語で表現するとなると、

「うまく言えない」を抱えながら、￣言える」炎現との
接点をさぐることの連続です。

ロ本譜教師として学習音に接するとき、教師は学脊者

のうまく言えない」に、どのように対処すればよいで

しょうかｌｌｉしい'三Ｍ鐘i譜表JiAlを徽沙<教え込む」こと

が璽愛でしょうか。「すばやく話し始め、流暢に話し続
けるように訓練する」ことが大切でしょうかヮどちらも
IE解といえます。しかし、その酒動の前に、あるいは、

その活動の途''１に、学稗衡白身の中で「表現したいこと

と言耀が出会い、形を得るプロセス」が、しっかりと位
駕付けられ准くてはならないでしょうそれは、「うま

く言えない」遅尊里することでもあります。

本稿で紹介するTAE(Thi『1kingAltheErlge)の薄え方に市
つ１１本語数青は、￣うまく言えない」を鰍砿し、学評祷
胤身が「炎現したいことが表現できるようになるプロセ

スにlliIさかげる数青楼です。EdgP(エッジ)は、「端」
極意'Ⅱ《します。「言いたいこと」は「言えること」より

も、いつも広く深いのです。「言えること」の端がEdge
です。その場所を轍覆し、そこに止ま(外「言えるこ
と」通広げていこうとする瀞え方です学習筒が!(１分で

(Ifl分から肩えること(灘けること)を拡充する教育法だと
いえます，

2．フェルトセンスをつかむワーク

TAIZは、米１１１在住の哲学者でもあり'ＭＨ臨床家でもある
ユージン・ジェンドリンと犬人のメアリー“ヘンドリク

スが開発した忠湾法ですジェンドリンは、人はｌｌごも
るとき、あるいは書きかけて頭迩抱えるとき、「言いた

いこと＿を直接、感じているのだといいます国そして、

そのとき感じている感灘を「フェルトセンス」（fbllsGi1sG
感じられる意味)とfj付けましたフェルトセンスは、言
語を媒介とせずに、直接「冑いたいことを感じる感髄
です唇

この方法でば、最初に「フェルトセンスをつかむ」こ
とが電要です。たとえば、いままで旅行した場)ilfの中で

好きな場所、あるいは、よく行くお気に入りの場所にい
るときの感覚を呼び起こし、そのフェルトセンスを感じ
ます。そして、そのフェルトセンスを感じながら、浮か

んでくる噸語を、句点で区切りながらｉｉｉべて害きます。
これが「フェルトセンスをつかむワーク」です。初級
の場合は母語を使って書き、辞諜で対応する'１本譜を調
べ、発音練習をおこなった後、ゆっくりＩ|本譜を言いな

がらフェルトセンスを味わうとよいでしょう。ペアを組
んで読み上げてもらい、フェルトセンスを感じながら聞
く活動もよいでしょう。

3.作文教育への応用

この項では、ＴＡＥによる文章表現ワークブック

p,57-63をI+I心に、・作文教育への応Ill膿lilW例を紹介しま
す。「キヤッチコピーを創る」ことから始めます。「フ
ェルトセンスをつかむワーク」で並べた語を最低1つ人

ｲ１，フェルトセンス莚斐現する蝿い１文を作ります初級

の鑑合は、学習者の単語リストを見て教師が文の隅}lliを

提示し、学習者に選んでもらってもよいでしょうこの

ワークでは、キャッチコピーのようなE|]象|〔1りなｋができ

ます．しかし他人にＪｉｌｌ解してもらうには1'１\報が足りませ

ん誰かに説11月するつもりで２，３文、力Ⅱえますベア・

ワークや母語の活閉も有効です－

次に、短い作文に発展さそます．征最初にキャツチコ

ビー(1幻を書き、２次に、説､Mの虹２，３文)を書き、３
その後、５ＷｉＨの襲素を入れながら、テーマu）お気に

入りの場所」に行った経験を詳しく菖きますこのとき

「フェルトセンスをつかむワークーで書いたiii語リスト

を使います＿通常の作文執筆同様、必蟇な言葉は途'１１で
、由に足しますが、最初にフェルトセンスをしっかり感

じておき、常にそれを参膿する点に蒋徴があります’

1,A後に、キヤッチコビーとその説明を、もう・庇菩いて

締めくくります。意ﾙﾎﾟを変えずに表現に変化を加えて書

きます。この方法で書くと、印象のくっきりした、まと

まりある文章ができます。

4.会話教育への応用

このうまく言えない」壷尊電するﾉﾋI法;よ作父戦青の

みならず、会話教育にも応用できます以下コミュニケ

ーションの口頭表現をＦ１標とする初。１'１級の教筌活動の

利用方法を紹介します奇まずは、授業に臨む際、７原則

を心がけるといいでしょう。(1)フェルトセンスに鱗づく

発話．(2)Iilil鶚性・有意|M《怖のやＩ)取り”(3)話したくない
時、無理やり話させない。(4)'４譜のＷＭを尊重(5)111,9述
語句の教材を作成。(6)ワークシートをまめに使う。(7)振
り返り．シェアリングをする。基本的に学生のフェルト

センスを支え、それを聞き１１}すのが数ｌｉ１[Ｉｉのjlilめで、会話
の第一歩ではあるがパム'１苣散の多いクラスではヘア・リ

ークで教師代わりに上手な「聞き下」を訓練します』し

体的に会話の展開は「聞き手」の質問により繰()広げら
れるのです。そこで、基本レシピが3つのタイプになりま

す。つまり、「質問形式」（聞き手が5Ｗ2}[の質問逆で聞
く)、「傾聴形式」（聞き手はうなずき、｛;Iilづちを打ち、伝
え返す)、「反復貢間形式」（聞き下が同じIi燗を繰り返し
｜;11手に投げかける質問法)で、聞き手の芝え役」を決め
ておきます。それにそって、TAEによる文章表j児ワー

クブックＰｊ６－８１にある教峯活動の部分部分を会話授業

へ展開できます唾以下はそれぞれのトピックによって藷

案したものですユリラックスのワーク(身体部位狂学ぶ）
ごトラストウォークのワーク(移動動詞猛学ぶ)亘色臓様の
ワーク(色彩を学ぶ)』花束のワークＳ自分史作り(寓怒哀
楽の事柄を述べる)⑥節円のピリオドごわたしの将来(ねら
い．希望を言う)。また以Ｆのようなトピックで更なる発
腫例が考えられます。③私の名前の意味⑨心の徒、から

だの症状とわたし⑪内観インタビュー必新たな堀へ⑬わ

たしが応援したい人囚)私の好きな場所⑬さくぷんpr8に没
隅する(会話から作文へ)。要するに、口常でよく感じるこ
と、興味、好き嫌い意もの、違和感の気持ちの意見莚お

互いに聞き、交換した後、作文に充藤することもIU能で
す。

■■■■
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るか、どのように自分の結論を作るか、というﾉﾌﾞ法輪が

わからない。それぞれの先生にはっきりした経験を諮っ

てもらうことで大学院柴にわかってもらいたいですね

台犬'1文数学的新視野擬|肝炎'Ｍ１ｉ謝懲を通じて台

湾ﾉ<顎の学龍だＵ壜でなく、台湾のノミ'1身院生に少しでも腱
に立てることができればいい葱と思います

台湾日語文学会と北部の7つの大学院による「北区校際大專

院校碩±班連合研究発表大会」は新しい試みだと思うのです

が、これにつきましては。

現/瞳、人文系のﾉごj2院新殿は難しいので、チあるルト
語関連の１４の人学院が高々どのよう態ｎｉＷを念軸に橘い

て莞|薑さ萱ていくのかが重豐だと思います淡；［入学・

台湾日本語文学会の篭催で第１回」上込|:を際大專院横碩Ｆｌぞ

Ｉｌｌ連合研鑑発表大会」を開催しました（liili喋綱鮒!：擁Ｚ
|望ｉ「｣上M:樹鶴ﾉ〈専院佼碩上班連奇(iil｢突発表ﾉ<会ｌは201(）

f1zl月、東呉大学にて開催された）北部U)方だけ-(r怠

く、中部や南部の左にも来ていただき、問題点を；指摘し

てほしいと思います

大学院生、そして大学院への進学を希望している方々へメッ

セージはございますか＿

日分は何のために大学院への進学を希望するのか、じ
っくりと考え怠ければ怠らないと思います

高い学歴がほしい、修-k号や博士}》種取りたいという

のはﾉくいに結機なことなのですが、ただ,月iい学聴力Ｗ(し

いというｒｉ的だけでﾉ〈判流へ進学するのは危ないと蝋い

ます口分は大学院に入って何歴するのか、また将来１１

分の就きたい職業とどのように結びつけていくのか、じ

っくりと考えることが,必要だと思います

・案として、｜|本論を、ノ<学院で｡)':[ｉｎ》kを決める’2で

の一つのツールと捉え、｜-ＭN語学や１１ｲ種史学、｜｜'Ｍ;:W（

青以外の別のジャンルを専攻するという選I1Ulf歴考えて
みるのもいいんじゃないかと思います

どの分野を専攻するにしても、本当にｎ分が輿11;|で関心
のあることは何なのかということ通考えないといけない

と思います「1分はどのようなことに腿１Ｍ(IRI心があるの
かを見つけることが－爵人切です「|分が興Ⅱ|《膜|心｡)あ
ることをいつまで息待ち続けている人が就臓した後も研

突賞として一番長くやっていけるものですそうで怠い

と、単にF1分娃ﾉ〈学の教員になりたいと言って博|_))を

取ったまではよかったが、博上号を順った後に大学数ｉｌ

としてInIをすればいいのかわからない、研究や仕事がお
もしろくないということになってしまったら、それはも
ったい怠いことです。

ｎ分が本当に興味欝心のあることがあるのかどうか、
あるとすればそれはどういつたもの芯のかということを
白分自身に問いかけることが大辮なことです

インタビュー第4回

徐興慶氏

(舎湾大学巨本語文学系教授壽尋睾任、

台湾大学日本語文学研究所教授兼所臺）

’》|劃は台湾ﾉ鍬教授の徐興1墜氏へひ)イン供ビューをお

Ｉ潤けいたします十F澱ｿく学で１%１１１Mしている台ノミ|］虻織
判り新脱野砦lJi鍵Al三Iill:習営、台湾｣上部の7つのﾉぐ､i塊院に

よるＪ１上iＸ校際人専院校碩上班述合ﾙﾄ突発髪ﾉ＜会」、そ

して大学院'|;や大学院進掌希望審へのメッセーシを伺い
ました

台湾では文学、日本語学、日本語教育学分野のシンホジウム

や学会等が台湾各所で数多く開催されています。

台湾大学でも「台大日文教学的新視野萱研究生研習営」を開

催していますが、開催にあたっての動機や目的は、どのよう

なものなのでしょうか

まず|ﾙlIIi1lWIt期について、111'''－１は2()０Ｍﾆﾉ2-)たのです

が、この時は単期ｌｌ１ということで、参Dllしたくても参加
できなかった人'j免院ムヒ・教風が大勢いたので、調整し怠

ければならないと感じましたそこで、｜＃|催１１)｢Ml1につい

てアンケートを行い、２〔)()９｛|A(よM231I-2識|Ｆ１にしまし

た,，こ｡)１１棚Iであれば、年施終了I立鶴なので戦域は腰鍵

がなく、大学院』kも19ﾙk試験やレポートを提'１}し終える
ので、ほっと一息つき、さあこれから''11通しようかとい

う噸９１なので、ちょうどいいかと．

次に、「十トノ<'１文識学的新拠瞬蟹１J僻fMl｢習営を始
めようと思ったきっかけについては、台湾では旧際シン

ポジウムや講旗会等がたくさん開かれているけれども、
専iuj催が高すぎて入学院生が聞いてもわからないそこ

で、大学院生が隙いて)わかるものが必要だと思ったんで

すこれまでにも入学|聯１２の発表(/)隣会はあるにはあ'）

ましたが、腹俊は救員でしたですから、非常に発表の
機会が少ない

識黄の発炎は、それぞれの分野の専門性が非常に高
く、鑓生方は楽しいかもしれませんが、大学院生が聞い
ていてもわからない分野がたくさんあるわけです。

別の角度から考えると、専門1111の尚い論文を聞くよ'jlも

一つのジャンルで非常に1ﾘ]雌なKM究ﾉﾉ法論、あるいは数

学の経験のお話をﾉ〈学院生に摘ってもらい、大学院'上に

勉強してもらおうと。大学院生はしっかりそうしたお話
を聞いたうえで、白分の今後の論文執篭に活かしてもら

いたいというのがねらいです

大学院'|主が‐番関心を持っているのは、（÷|分がこれか
らどのような研鐙方法を確立していくか、研究ﾉｆ法の手

順|よどのようなものか、資料はどのようにして探しだす
か、論文をどのように読んでいくか、どのように解鵬す

＝
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くインタビューを鍵えて〉

現温台湾における日本語・日本

語教育閲Xii学会はひじように多い

そのような現状をふまえ、ノぐ渕礎'上

にとってどのようなことが必要か、

また大学院隼にとってどのようなこ

とが足りないかを關分析し、果敢に実

践詮していらっしゃる徐興慶先化の

論り口からは穏やかな１１｣に並々なら

ぬ決意が感じられた。

(伊藤孝行、台北事務所日本語専門調
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2009年度台湾人日本語教師本邦研修報告 「日本語専門家派遣事業」がスタートしました。

新規事業として、2009年度から「１１本語専門家派遣竃

業」力Ｗｉまりましたこれは、高校や大学など、日本語

紫li(青磯関からの｣てめに応じ、交流|)iM会に所1爵するに川里語

専門家が学校へ'１}向いて講義や研修会、ワークショッブ

などを実施するというものです。

第1厘Iは高雄事務所の桜井が拒当しました。2009ｲ|:６月

5ＬＩ、会場枝は東海大学です。Ｅ１頃のＩＬＩ蝋の櫛幡は南部地

lzfなので、台'|'で授業筵するのはijl】めてでしたから、紫

柴さん達はどんな様子かとわくわくして(Ｍ１きました。

当日の講座は授業のない午後2時～4時に設定されていま

したが、緑の豊かなキャンパスで、受講を希望する20数

名の学部３．４年/1Hとの新しい出会いがありました。

講義のテーマは「ビジネスメールの善き方とマナー(祉

外編)＿とし、仕事がスムーズにいくために必愛なＥメー

ルの書きﾉﾉを、課題をやりながら一緒に考えていきまし

た。iMi後に「東海入学の行騰ｌｌに桜ﾉﾄﾞを柵行する」メール

をだすことを課題とし、しめくくりました．単発の講義

でしたが、学生は熱心に受講してくれました。

当「[|本譜専門家派遣事業」は公募(li11で、筆洞どこの

学樅からもご応騨nLiけます。地1IRI1l9なＭ１]瞳で１１頃センタ

ーの〃|:修会には参ＩＩＪⅡしづらい、という学校の)''ｉｆ|÷方にも

この機会をご利用頂ければと思います。一定期間の集中

講義もお受けしていますし、その他い例えばネイティブ

の口本語識l1iliがいない、また学校に'１本誌教師が一人だ

け、というような場合、この事業を利１Ｗし、｜罪k語尊''１

家とともに、学とEや生徒達により有効葱授業を提供する

ためのアイデアを考えたり、協力して授業を行ったり、

というような活用の仕方も可能です

1-1本瀞刺''１家が様々な学校にITT]い菱流を深めること

は、現場のニーズを把握して今後の事業にいかす上で、

センターとしても貴重な機会だと考えます。多くの学校

のご応募をお待ちしています。

＜申請の方法＞

派遣は無料ですが、交通費'藤の実費は学校負担となり

ます。詳しくは口本語センターホームページをご覧下さ

い。ご不明な点はどうぞお気軽にごＩ:Ｆ１談ください。

（桜よ':ちよこ、，Wj雄調務所|Ｍｘ語専門家）

2009年7J１６円から２５L]までの２０日間、杏林大学八モ

j色キャンパスにおいて、台湾のｒｌ１等数育機関に所属する

||水語数師を対象とした台湾人Ｈ本譜教llIli本):ljlU｢修が行

われた。この研修は、当協会が杏林大学に委託し、１９９８

年から実施しているものである。研修に参加した方々か

ら寄せられたアンケートより一郭紹介する。（凹巻部分は

そのまま褐ilifした。）

総合的なふりかえり

｡それまでの学習・教育:経験を見直す機会になった

｡言語教育の理念の両更新ができた

・いつも仕事に追われているので、まとまった勉強の時

間が確保することができないのでよかった

より具体的なふりかえり

ら徴窒でのアクティビティの意恥|(・逆)11法を勉強し、今

まで気づかなかった注意点・アクティビティと学習者

との釣り合いなどについて勉強になった

。従来の教授法と違った内容・方法を指し、グループご

とに教材を談'作し、その靴授法や他川法について篭Ａ１

で検討したりすることは、仏にとって、「ポーン」と

いうよう意日覚めの効果があります

新たな学び

゜研修ＩＩ１１間との情報交換、実際に指導方法についての意

見交換ができた

．、身の専攻以外のこと(||木語学、に|本語教育史)につい

て学ぶことができた

・’1本語学科出身でも誉ｒＩｆ研究や漢字の読みの指導法に

ついては勉強したことが怠かったので、役に在った

交流の場

・ふだんなかなか知り合う機会のない地域のlﾖｨｴ濡縦師

とのふれあいができた

。講師の先生方と受講者との間で積極的な意見交換がで

きた

また、｜~'１本という惟救材」ということばもＩ１１ｆｆｉかの

回答にあった。

この研修の他にもｕ本語センターでは中等教育機関で

日本語を戦えている先生方猛対象としたｌｉ１等教育機関E｜

本語教師研修会等、さまざまな研修会逓開催している。

各研修会については、日本語センターＨＰに随時お知ら

せを掲載している。また、研修者IDをお持ちの力にばメ

ールにて｢'１霧教育機関日本語教育研修会奪の研修会のお

知らせをお送りしている。そちらにもふるってご参力Ⅱい

ただければと思う。

（伊藤孝行、台北事務所日本語専門家）
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東海大学での講簔字



日台ワーキング。ホリデー(ＷＨ)制度について

1．緊密且つ友好的な日台関係

ｎ本と台湾とのWIiには、皆様よ<ご存lillのように、

得ﾉｯ面での深い繋がりがあります。経済関係では、

2008年の日台間の貿易総額は6408億米ドル(Ｈ本→台

湾：４６５２億米ドル、台湾→口本：１７５６億米ドル)であ

()、台湾から見て日本は第２位の貿易'1]手、日本から見

てF｢湾は第４の貿易lilZ11三l茎IでしたまたliI年の人|Ｗ従来

では、約139〃人の台湾人がｎ本莚訪れ、約109万人の

口本人が台湾を訪れました。その他にも文化交流や学

術交流も頻繁です。更に、L1j協会が昨ｲﾄﾞ末に喪施した

ilt論調査では、３８%の台湾人が雌も好きなＩＲＩとしてＨ

木を挙げ(露一位)、約7割がＨ本に対して親しみを覚え

るとＩＦ71答しました。駐日台北経済文化代表事務所が今

年４月末に実施した世論調査では、５６％の|｜'k人が台湾

を身近に感じると121答し、６５%が汽湾に!lして信頼感

を,(す結果がｌｌＩました

2.ＷH制度の位置付け

このような密接F1つ良好な関係が日台闇にはありま

すこの関係を今後とも維持し、発嵯させるために

は、将来を担う'二１台の青少年の相互理解が必典不可欠

です。そのため、当協会には奨学金に加え、Ｈ詩青年

交流事業(大学院''1の相互訪問)、台湾人高校'|紹聴及び

Ｍａ【ch-Maに11.ＮＧ１輩等の諸鶚業があ1)ますが、今ｆｌ２２ｌＨ

に鑑麦したl=１台ＷＨ制度もその一つと位牌付けること

ができます。

3.ＷH制度とは

一般に、W1i制度とは、他方の国・地域の青少年に

対して山国の国・地域の文化や一般的な１２活様式を蝿

解する機会を提供するため、一定爾間の休暇を週ごす

活動とその間の滞庄費を補うための就労を認める制度

(就労はあくまで休暇の付属的な活動として認められま

す。なお、バー、スナック、キャバレー等の風俗営業

または性風俗特殊営業が営まれている営業所での就労

は認められません。）です。本制度は、双方の青少年を

長爾にわたって相互に受け入れることによって広い国

際的視野をもった青少年を育成し、ひいてはFIJi国間の

相互理解、友好関係を促進することを目的としていま

す-

4.ＷH査証の発給対象

’二１台間のＷＨＩｌｉｌｌ塵では、以下の方を査証の発給対象

としています。

①ＷＨ査証申請時に台湾の居住者であること。

②ＷｌＩ査証の申請時の年齢が１８歳以上30歳以下であ

ること。

②一年を超えない顛間、日本において主として休暇を

過ごす意図を有すること。

⑭以前にＷＨ査証の発給を受けていないこと。

⑤彼扶壁者を同伴しないこと(瓢1該被扶養背に査証が

発給されている場合を除くん

⑥灯効な台湾誕照(身分証蒋L｝の記jliIのあるもの)を1ﾘ７

排すること。

②台湾に戻るための旅行切符又はこのような切符を購

入するための卜分な資金を所持していること

.s日本llilにおける滞(１Nの､'1籾の期間に生計を維５１桐-る

ための十分な資金筵所持していること。

⑨健康であり、健全な経歴を有し、かつ犯罪歴を有し

ないこと

jU）日本'1：1における洲/E巾に死亡し、負傷し又は疾ｌｌ１ｊｉに

罹患した場合における保険に)j１１入していること。

5.台湾の青少年の皆様へ

日本は先端技術と伝統技術、ポップカルチャーと伝

統文化とが漣在し、それがﾉ山の生i(や考えﾉｱにも深

く根付いている国だと言われています。また＿般的

に、日本人は初対而の人に対して遠慮がち、恥ずかし

がり屋の面を持ち合わせているl1II面があるようです

が、深く{iillり合ってみると親切で、他人に！(il-する思い

やりにあふれた人々が多くいることに気付くでしょ

う。そのようを日本の文化や社会、日本人と触れ合う

ことは、好奇心筵刺激する得がたい経験となりⅢ!；:さ

んの１１t騨観を大きく広げてくれるはずです。是』|；緋さ

んＷＨ汽証を使って日本社会に１１$び込み、たくさんの

友人を作ってください。そして、皆さんと一緒にＨ木

と台湾の交流の未来を切り拓けることを期待しており

ます．
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いろは２９号目次

1～２ページ台湾における年少者を対象とした
日本語教育

3ページ｡「うまく言えない」を尊重する－TAEを応
用した日本語教育一

■

４ページ インタビュー第４回

徐輿慶氏(台湾大学日本語文学系教授兼系主

任、台湾大学日本語文学研究所教授兼所長）

5ページ2009年度台湾人日本語教師本邦研修報告
「日本語専門家派遣事業」がスタートしました

６ページ交流協会からのお知らせ

寄寓f甲
喝ご丙ｂ ■


